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第 一 章 緒 言

當教室 二於 ケル既往数年 間、ライト氏 「ス ライ ド テ葡萄状球 菌培養 時 ニハ見ザルガ故 二結核菌 ガ

セル、 カル チ.ア 」方法 二依 ル研究登表 ハ多薮 二 白血球 二作 用 シテ起 リタルー種 掲特 ノ化學反磨

シテ、其度毎 二血液 内 ノ菌培養 二關 スル歴史 ニ ー ヨルモ ノニ シテ、氏 ハ之 レテ崩壌 セル白血球

ツキ、記 述 セラ レタル故 二本報告 二於 テハ之 レ ヨリ生 ジタル「トリプシン」ガ血液凝塊 中 ノ織維

テ省略 ス。然 レ ドモ本實験 二最 モ密接 ナル關係 素 二作 用 シテ登生 スルモ ノナ ラン ト設明 セ リ.

アル文獣 ・・Slidecellcultureノ 登 案者 タル 尚結核患者 ノ血液 中 ニテ・・結核菌 ノ檜殖 ガ著 シ

Wright(1}ノ 入 血 液 テ使用 セル 論文 ニ シテ、 氏 ク阻止 セ ラレ、菌 ノ周園 二集合 セル白血球数 ガ

ハ1924年_"NeumethodefortheStudyof多 ク、健康人血液 中 ニテ・・結核菌 ノ増殖 ・・比較

thePathologyandtreatmentoftuberculous的 旺 盛 ニ シテ、菌 ノ周園 一・・前者程多数 ノ白血

disease"ナ ル題 下 ニテ之 テ登表 セ リ。其論文 球 ノ集合 テ見 ズ、之 レテ以 テ観察 スルニ白血球

中 ニハ實験例 テ記載 セズ、從 テ精細 ナル實験成 ノ爲結核菌 ハ強 キ破壌作 用 テウケ檜殖 ラ阻iヒセ

績 ハ不明 ナルモ、述 ブル所 ハ次 ノ如 シ.結 核菌 ラル ・モ ノト記載 ス。

ハ全血液 内培養 後24時 間 テ経 レバ、既 二2--5其 他人膿 二關 スル 研究 トシテハ1927年Ban一

個 ノ菌 ヨリナル聚落 テ形 成 シ、48時 間後 ニハ顯nermann(2)・ ・血液培養 ノ際 二炭粉 末 ラ菌 ト共

微鏡 ノ弱廓大 ニテ充分 二見分 ケ得 ル迄 二聚落増 二混 ジテ培養 シ、之 レテ検鏡 セ シ際炭粉 末 ラ指

大 ス。而 シテ結核 菌 ノ周 園 ニハ多核 白血球集合 示 トシテ菌聚落 ヲ撒量的 二比較観察 スル方 法 ヲ

シ、喰菌 セル像 テ示 ス。喰菌 セル多核 白血球 ハ 案出 シ、之 レテ以 テ人血漿 二就 キ鳥型結核菌 ノ

速 二破壌 セラ レ大小 軍核 白血球 ト共 二結核菌 テ 増殖 テ検 シタル ニ結核患者 ノ血漿中 一ハ菌 檜殖

中心二集團 テ形 成 ス、爾此 ノ培養=操作完 了後48ガ 健康人血漿 中 二於 ケル ヨ リモ不良 ナル事 テ實

時間経過 セバ所 々二室洞 テ形成 スル ラ見 ル、此 験 セ リ。

ノ室洞 ・・結核 菌 テ培養 セル時 二生 ズルモ ノー シ1928年 且essu.G.Meissner(3)ハ 健康人 ノ血
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液 中 二結核菌 テ培養 セルニ個性 的 二差異 テ有 ス

ト構 シ、 氏ハ毛細管 二吸込 ミタル血液 ト結核菌

ノ混合液 ガ凝固 セル後載物 「グ ラス」上 二吹 キ出

シ、之 テ漁温 二保 テル「ペ トリー氏 シヤー レ」内

二移 シ、37度 ニ テー定時間培養 スル方 法 ラ案出

セ リ。1929年Sonak〔4〕 ハ血液 内 ノ結核 菌檜 殖

阻止作用 ト「ツベ ル クリン、 ア レルギー」トノ關

係 テ数名 ノ見 童 ニツキ實験 シ、 ピルケー反慮陽

性見 童 ノ血液 内 ニテ・・結核菌 ノ檜殖著 シク阻 止

セラ レ、之 二反 シ廠疹見童 ノピルケー反 慮陰性

期及 ビ其 他 ノピルケー反鷹陰性見童 ノ全血液 中

ニハ結核 菌 ノ増殖 佳良 ナ リト報 告 セ リ。今村教

授指導 ノモ トニ小見科教室西川 ハ結核未感染乳

見 ノ全血液 中 二於 テ菌檜殖 ノ旺盛 ナルヲ認 メ、

結核感染乳見 ノ全血液或 ハ母膿 ノ全血液 中培養

トテ比 較 シ近 ク其結果 ラ登表 セン トス。緒 方、

澁川(8)ハ健康成人 ノ全血液中ニハ菌壇殖ハ比較

的旺盛 ニシテ、菌増殖 ノ陰性ナル者ハ理學的所

肋 二「レントゲン」像 二於 テモ認 メ得 ベキ病攣

a肺 臓内二謹明 シタリ。澁川(9)ハ重症肺結核患

者 ノ次第 二末期 二近 ヅクニ從 ヒ、全血液中結核

菌 ハ漸次其 ノ増殖度 ラ増加 シ、末期ニハ旺盛ナ

ル檜殖ラ示 ス事テ報告セリ。

以上 ノ如 ク人艘 二關 スル研究ハ多々アリ就中

Wrightノ 實験 ハ健康者拉 二結核患者 ノニ大別

二於テ簡軍二概括的二記述セル ノミナ リ。余等

ハ次章 二述 ブルガ如 ク健康者、疑似結核、早期

浸潤、輕症結核、中等症結核 ノ六種二類別 シ、

夫 レニ肋膜炎患者テ附加 シ、之 レ等 ノ類別ニョ

リ全血液中菌檜殖 ハ如何 ナル差異アルカテ知 ラ

ントス。

第二章 實験方法

余等 ノ使用 セ シ方法 ハWright/Slidecell

cultureテ 改 良輩純 化 セ シ方 法 ニ シテ、此 ノ方

法 ハ當教室 ヨ リ登表 セ シ諸氏 ノ研究論文 中二精

細 二記述 シアル テ以 テ省略 シ、檜殖成績測定 二

就 テ以下述 ベ ントス。

Slidecellcultureノ 標 本 ハ非常 二檜殖旺盛 ナ

ルモ ノ・外 ハ.之 レテ顯微鏡 ニ ヨラザ ルベ カラ

ズ、菌檜殖 ノ旺盛 ナルモ ノ即 チ乳 見、健康成人

拉 二重症肺結核患者 ノ末期 二於 ケル染 色標本 二

於 テハ之 レテ光線 二透 シテ見 ルニ周邊部 二赤 色

ノ菌群塊 テ見ルモ、其他 ノモ ノニ於 テハ顯微鏡

テ使用 セザ レバ菌群 テ見 ル事能 ハズ。 之 レ等 ノ

標 本 ノ菌檜殖成績 テ測定 スル方法 ノ精 細 ハ澁川

論文 中二記述 セ リ、即 チ其大 要 ハ菌群 ヨリナル

菌聚落 ノ各 々 ノ菌数 テ計算 シ、該 敷 ノ最 モ多撒

二存在 セル菌聚落 二合 スル記號 ラ附 ス、其記號

ノ標準 ハ…欠ノ如 シ。

(一)封 照 ト同様菌 ノ獲育檜殖 ラ認 メザル モ

ノ^

(±)菌 ハ梢{登 育 シ、大部分 ノ聚落 ガ4個 迄

ノ菌群 ヨリナルモ ノ。

(+)5-10個 ノ菌群 ヨリナルモ ノ。

(十)11-20個 ノ菌群 ヨ リナルモ ノ.

(什)21-一一一30個 ノ菌群 ヨ リナルモ ノ。

(冊)31個 以 上 ノ菌群 ヨリナ ルモ ノ。

菌 聚落 ノ菌撒甚 グ多 キ時 ハ聚 落其 者 ノ数 少 キ

事 アルモ本研究 ノ如 キ場合 二於 テハ菌 聚落激 ハ

大禮 二於 テ菌聚 落 ノ菌 数 ト李行 スル故 二成績測

定 ニハ省 ミザ リキ。次 二「ピルケー」反 慮 ハ次 ノ

如 キ標準 ニ ヨリ刺 定 セ リ.

登赤直脛

第三章 實験成績

本實験二於テ患者テ前述 ノ如 ク、健康成人、

4粍 迄 テ(±)

5乃 至10粍 テ(十)

11乃 至15粍 テ(十)

16乃 至20粍 テ(冊)

21乃 至30粍 拉 二水泡 「子クロ

ーゼ 」 ノ生 ゼ シモ ノ(冊)

疑似肺結核、早期浸潤、輕症、中等、重症肺結



第4號 】 今付●澁川=健 康成人蛇二肺結核患者ノ全血液中二於ケル人型結核菌 ノ培殖二就テ 211

核 二分類 セ リ.而 シテ之 レ等 テ分類 スル爲 「レ

ントゲ ン」像 ピルケー反磨必要 二慮 ジ
、皮 内反

癒、疾 中結核 菌 ノ有無、尿検査 ヲ實施 シ、 之 レ

等諸検査 テ参考 トシ理學的所見 ニ ヨリ、各種 二

類別 セリ、患者総数 ノ約三分 ノー ハ入院三分 ノ

ニ ハ外來患者 ナ リ。

健康成人 ハ外來 二來 リ健康診 断 テ受 ケ シモ ノニ

シテ各種検査 ニョリ活動性結核病竈 ラ認 メズ、

叉 自昼 的症歌 テ訴 ヘザルモ ノ。

疑 似肺結核 ハ理學的症状 二著攣 ナ ク トモ輕微 ナ

ル登熱 アル モノ、叉 ハ「レントゲ ン」像 二輕微 ナ

ル陰影 ラ認 ムル者、 又理學 的 一 肺尖部等 二嘱

音 テ聞 カザルモ呼吸音 ノ相等著 シキ異常 アルモ

ノ。

早期浸潤 ハ 「レン トゲ ン」窮眞 ニヨ リテ 之 レテ

確 メタルモ ノ。輕症肺結核 ハ早期浸潤 以外 一テ

「レン トゲ ン」像 二於 テ叉理學的所 見 二於 テモ確

二所 見 アルモ ノー シテ臨躰的 二、活動 性肺結核

第二表

ト認 ムル輕症 ナルモ ノナ リ、 中等症及 ビ重症 二

於 テノ、病攣部廣汎 一及 ベ リ。

第一表 槍査人員ノ分布表

繍 顧1劉 翻1輕症1劉 袈膜総人員
順12・Sl3S713・14・gl4271761・545

當 科 ニテ診察 セシ患者 ノ内胸部 「レン トゲ ン」像

拉 ニピルケー反慮及 ビ其他 ノ検査 ラ行 ヒシ者総

敷1545名 ア リ、其 内診 察 ノ 結果健康成人 ト認

メ得 タル者215名 、 疑似肺結核患者 ト診断 セシ

者287名 、 早期浸潤 テ認 メ シ者31名 、 輕症患

者409名 、 中等症患者427名 、肋膜 炎患者 漁性

拉 二乾性合 セテ76名 ナ リ。 當科 二於 テ取扱 フ

患者 ノ比 ハ以上 ノ如 キモ ノニアラザルナ リ、何

トナ レバ疑 似患者 ハ本研究 二於 テ最 モ興 味 アル

故 二此 ノ報 告 二於 テ特 二多撒 二登 レル故 ナ リ。

第 一 節 健 康 成 人 ト菌 増 殖 トノ關 係

健康人 ノ全血液中二於ケル結核菌 ノ増殖 トピルケー反鷹 トノ關係

純讐 墾 一 ± 十 十十 州 齢艦
±0 3(1.4) 7(3.3) 1(0.5) 011(5.1)

+19(8,8) 28(13.0) 98(45.6) 11(5.1)
一
3(1.4)159(74.0)

什8(3.7) 17(7.9) 6(2.8) 0 031(14.4)

柵9(4.2) 3(1.4) 2(0。9、 0 014(6.5)

氏 反 磨総 計36(16.7) 51(23,7) 113(52.6) 12(5.6) 3(1.4)215(100.0)
1口眠 一

括弧内ハ百分拳

健 康成人 ノ大多敷 ハ ピルケー反慮 陽性 テ示 ス、

自Pチ第二表 二示 ス如 ク総 数215名 中 ピル ケー反

慮陰性者 ハ36名 一 シテ他 ハ総 テ陽性 ナ リ、陽

性 中最 モ大多数 テ占ムルハ(+)一 シテ1]3名 ナ

リ。 ピルケー反慮 ト菌増殖 トノ關係 ヲ 見 ルー

ピルケー反癒陰性者36名 中菌堆『殖(+)ハ19名

(十)ハ8名(柵)ハ9名 ナ リ。

ピルケー反慮(±)ナ ル者51名 中菌増殖(±)ハ

3名 、(+)・ ・28名 、(十1ハ17名 、(柵)ハ3名

ナ リ。 ピルケー反鷹(+)ナ ル者113名 中菌増殖

(±)ハ7名 、(+)ハ98名 、(十)・ ・6名 、(柵)ハ

2名 ナ リ。ピルケー反慮(十)ハ12名 ニ シテ其 四

菌檜殖(±)ハ1名 ニ シテ他 ハ総 テ(十)ナ リ、尚

ホ ピルケー反鷹(柵)ナ ル者3名 一 シテ共 二菌増

殖 ハ(十)ナ リ。

菌檜殖 ハ(+)ガ 最 モ多 ク1δ9名 、其次 二(十)ガ

多 クシテ31名 、(柵)ハ14名 、(±)ハU名 ナ

リ。 以上 ノ實験成績 ヨ リ考 フルニ本實験 二於 ケ

ル健 康成人 ノ菌増殖程度 ハ緒 プァ、澁川 ノ實験 セ

ル若 年健康 者 二於 ケル菌壇殖程度 ト相違 テ認 メ

ズ。

第二節 疑似肺結核患者 ト菌

増殖 トノ關係

疑似肺結核患者 トセシ者総撒387名 中大 多敷 ハ

ピルケー反 鷹(+)ニ シテ総撒300名 、其他 ピル
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第 三表 疑似肺結核患者ノ全血液中二於ケル結核菌 ノ増殖 トピルケー反慮 トノ關係

峠 等 鷹 一 ± 十 粁 柵 菌増殖総計

一 0 2(0.51) 51(13.2) 13(3.4) 0 66(17.1)

± 7(1.8) 18(4.7) 249(64.3) 41(10.6) 6(1.5) 321(82.9)

ピルケー氏反慮総計 7(1.8) 20(5.2) 300(77.5) 54(14.0) 6(1.5) 387(100.0)

括弧内ノ・百分率

ケー反慮(十)ハ54名 、(±)ハ20名 、(帯)ハ6第 四表 早期浸潤者二於ケ)lz全血液中結核菌

名 ナ リ、尚ホ ピルケー反 慮陰 性 ニ シテ 「レン ト ノ塘殖 トピルケー氏反磨 トノ關係

ゲ ン」像蚊 二理學的所見 一 輕度 ノ所 見 ヲ認 ムル

者7名 ア リ。疑似 肺結核 患者 二於 ケル菌檜殖 ハ

(±)ナ ルカ又ハ(一)ニ シテ菌壇 殖(±)ノ 数 ハ

321名 ノ大多撒 テ占 メs陰 性 ・・僅 ヵ66名 ナ リ。

而 シテ各 ピルケー反慮 ノ項 ニツキテ観察 スルニ

ピルケー反 慮(±)ナ ルモ ノ20名 中菌壇 殖(±)

ハ18名 、(一)ハ2名 ナ リ。 ピルケー反庶(+)ナ

ル モ ノ30{1名 中菌塘殖 吐)ハL)・19名 、(一一)ハ51

名 ナ リ。 ピル ケー反慮(十)ナ ルモ ノ54名 中菌

増殖(±)ノ モ ノll名 、(一)ノ モ ノ13名 ナ リ。

ピルケー反慮(辮)ノ モ ノ6名 、(一)ノ モ ノ7名

雨者共 二菌檜殖(±)ナ リ。之 レテモツテ考 フル

ニ疑似肺結核 二於 テハ大多撒菌増 殖ハ(±)ラ 示

スモ小数 二於 テハ菌 曾殖陰性 ラ示 ス。弦 二疑似

患者 トナセ シモ ノハ活動 性 ノ診断 テ ヨリ多 ク控

工目ニナセ シモ ノニ シテ、喀疾 二結核菌 テ認 メ

得 ズ、曜音 テ嘉 取 シ得 ザ リシモ全 身症状、理學

的症 状及 ビ「レン トゲ ン」爲眞像 ニテ活動性肺結

核 ノ疑 ヒ多 キモ ノニ シテ経過 テ長 ク観察 セバ、

或 ハ又微熱 アルモ ノテモ直 チニ活動 性 トス レバ

活動 性診断 テ附 シ得 タルモ ノガ、此 中二相當多

撒含 マルベ シト考 へ得 ル、血液 内菌増殖 ラ以 テ

活動 性診断 二利用 セ ントスルニハ此疑似 患者 二

於 ケル調査 ガ必要 ニシテ爾今後 ノ研 究 二挨 タ ン

トス。

第 三 節 早 期 浸 潤 症 ト菌 増 殖

ト ノ關 係

早 期浸潤者 ノ総数 ハ35名 ニ シテ ピルケー反癒

ハ総 テ陽性 ヲ示 シ、而 シテ最 モ多 キハ ピルケニ

反磨(十)ノ24名 ニ シテ、其次 ハ(十)ノ9名 、

±

ピルケー氏反鷹穂計

十

22(62.8)

2(5.7)

24(68.6)

十十

8(22.9)

1(2.9)

9(25.7)

柵

2(5.7)

25.7)

菌増殖
縛、 計

32(91.4)

3(8.6)

35(100.0

括弧内ノ・百分傘

(柵)ハ2名 ナ リ。之 レト菌」曾殖 トノ關係 テ見ル

ニ菌檜殖 ハ大多撒陰性 ニ シテ35名 中32名 ハ陰

性 ナ リ、残 ル3名 ハ菌壇殖(±)ノ 成績 テ示 セ リ。

此 ノ3名 中第 一例 ノ患者 ハ本學 ノ學生 ニ シテ昭

和5年4月X線 所見 ニ ヨ リ左側第 二肋間外側

部 二直脛2cmノ 圓形浸潤陰影 テ登 見 シ,約3

ケ月間入院加療後約2ケ 年 間學 業 テ休 ミ療 養 セ

シ結果現 今 ニテハ全 ク健康禮 二復 セ リ。

第 二例 昭和5年10月X線 窮眞 ニ ヨリ左側第

二肋 間中央部 ヨリ梢 支外 側 二直径1.5cmノ 圓

形浸潤陰影 テ登 見 ス、直 二入院加療 シ、昭和6年

4月 ヨ リ山地 二於 テ療養 セシ結果昭和 ケ年2月

二於 ケルX線 窮眞 ニテハ全 ク前記陰影 テ登 見 ス

ル事能 ハズ。

第三例 昭和5年7月X線 爲眞 一 ヨ リ右側第一

肋間 二3cm圓 形 ノ浸潤陰影 ラ登 見 シ、大 阪郊

外 ナル自宅 ニテ療 養 セ リ、現今 ニテハ龍重壇 シ、

登熱 咳漱 全 クナ ク、健康 テ恢 復 セ リ.

第 四 節 輕 症 肺 結 核 患 者 ト菌

増 殖 トノ關 係

輕症 肺結核 患者総 撒ハ409名 ナ リ、其 内 ピルケ

ニ 反慮(十)ナ ルモ ノ過牛数 テ占 メ272名 、(± 〉

ノ者87名 、(十十)ノ 者35名 、(帯)ノ 者14名 、

(冊)ハ1名 ナ リ。
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第五表 輕症肺結核患者ノ全血液中二於ケル結核菌 ノ培殖 トピルケー氏反鷹 トノ關係

樗 ㌘墾
1

±

1

十1十 ト1 柵 柵 菌増殖総計

一 68(16.6) 235(57.5) 30(7.3) 11(2.7) 0 344(84.1)

± 19(4.6)
一
37(9.0) 5(1.2) 3(0.7) 1(0.3) 65(15.9)

『

ビ,レケ ー氏 反 慮 総 計 87(21.2) 272(66.5) 35(8.6) 14(3.4) 1(0.3) 409(100.0)
幽-囚 隔■圏■■圃圏■躍 一

括弧内ノ・百分率

ピル ケー反鷹(+)ノ 者272名 中菌檜殖陰性 ナル

者大 多撒 ニシテ235名 、 之 レニ封 シ菌増殖(±)

ノ者37名 即 チ全撒 ノ約8分 ノ7ハ 菌増殖陰性

ナ リ。,ピ ルケー反癒(±)ノ 者総数87名 中菌増

殖陰性者 ハ68名 ニ シテ(±)ハ19名 ナ リ。 ピル

ケー一反鷹(昔)ノ 者総数35名 中菌塘殖陰性 ノ者

30名 ニ シテ(±)ノ 者僅 二5名 ナ リ。ピルケー反

癒(帯)ノ 者総 数H名 中菌檜殖陰性 ノ者11名

ノ者3名 ナ リ。 ピルケー反磨(冊)ノ 者僅 二1名

ニ シテ菌増 殖 ハ(±)ナ リ.術 ホ菌檜殖 ノ歌態 ラ

人 員総撒 ヨリ見 ルニ菌檜 殖陰性者総撒 ハ3壬4名

ニ シテ、(±)ノ 者65名 自ロチ菌檜殖陰性者 ハ全撒

ノ6分 ノ5ヲ 占メ、(±)ノ 者僅 二6分 ノ1ナ リ。

第 六 表

次 二喀疾 中結核菌 ヲ 謹明 シ得 タル者縮 撒46名

ニ シテ、之 レテ ピルケー反慮 ニヨ リ分類 スルニ

ピルケー反慮(±)ノ 者12名 、(+)ノ 者34名 ナ

リ、而 シテ40名 総 テ菌増殖 ハ陰性 ナ リ。

喀血 テ起 シタル者総数65名 ニシテ全数、菌増殖

ノ・陰 性 ナ リ。而 シテ ピルケー反慮(±)ノ 者 ユ3名

(+)ノ 者38名 、(十)ノ 者13名 、(帯)ノ 者1名 ナ

リ、尚輕症 者 ニ シテ菌増殖(±)ナ ルモ ノ ・検索

ノ・残 サ レタル今後 ノ研 究事項 ト云 フベ シ。

愈 ・ピ;レケー鷹
別 ＼＼

±

謬疾中結核割

12

13

十

34

38

十十

13

柵

1

第 五 節 中 等 症 肺 結 核 患 者 ト

菌 増 殖 トノ關 係

中等症患者絡撒427名 一 シテ ピル ケー 反慮 ハ

(+)ノ 者 大多撒 ラ占 メ368名 、(十Dノ 者45名 、

(±)ノ 者11名 、(柵)ノ 者僅 二3名 ナリ、共 二菌檜

殖 ノ・全 ク陰 性 ナ リ、省喀疾 中結核菌 ヲ謹明 シ得

タル者194名 ニ シテ ピルケー反慮(十)ノ 者138

名、(昔)ノ 者56名 ナ リ。

第七表 中等症肺結核患者ノ全血液中二於ケル結核菌ノ培殖 トピルケー氏反磨 トノ關係

菌増蓑ルケー擁 ± 十 十十 柵 合 計

1・1・ ・(2・6)i368(86・2)145(…5)」3(・ ・7)1427(・ ・…)

括弧内ノ・百分傘

第 六節 肋膜炎 患者 ト菌 増殖 トノ關係 分類 ス。

肋膜炎患者テー般分類 ト同ジク{黒性 ト乾性 トニ 総数76名 中漁性肋膜 炎患者ハ49名 、乾性肋膜

第入表 肋膜患者全血液中二於ケル結核菌ノ壇殖 トピルケー氏反磨トノ關係

継 遷 ± 十 菌増殖総計

灘性肋膜
49名

一

一
1(2.0) 1(2.0) 7(14.2) 1(2.0) 1(2.0) 11

十=≡
=_
5r10.2) 5(10.2) 22(44.8) 6(12.2) 0 38

一『

乾性肋膜
27名

一 4(14.8)
一
1(3.7) 13(48.1) 1(3.7) 0 ig

± ](3.7) 1(3.7) 4(14.8) 2(7.4) 0 8
1

括弧内ハ百分牽
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炎患者 ハ27名 ナ リ。

燃 性肋膜 炎患者 二於 テピル ケー反癒 ノ陰性 ナル

者6名 ニ シテ菌檜殖 ノ(一)ナ ル者1名 、(±)ナ

ル者5名 、 ピル ケー反慮(±)ナ ル者総敷6名 ニ

シテ菌壇殖 ノ(一)ノ 者1名 、(±)1者5名 ナ リ。

ピル ケー反慮(十)ノ 者総撒29名 ニ シテ 菌壇殖

(一)ナ ル者7名(±)ノ 者22名 ナ リ、ピルケー反

庶(十)ノ 者7名 ニ シテ其 内菌檜殖(一)ノ 者1名

(±)ノ 者6名 ナ リ、即 チ総 テ ノ項 二於 テ菌増殖

ハ(±)ノ 方 ガ(一)ヨ リ敷倍多 シ、且菌塘殖 ノ総

計 テ見ル ニ菌檜殖(一)ハ11名 、(±)ハ38名 即

チ約 三倍 ノ異 ラ有 ス。次 二乾性肋膜 炎患者絡撒

ハ27名 ニ シテピルケー反慮(-1ノ 者5名 中菌

増殖(一)ハ4名(±)ノ 者1名 ナ リ。 ピルケー反

慮(±)ノ 者 ハ2名 一 シテ菌壇殖 ハ夫 々(一)又 ハ

(±)ナ リ。 ピルケー反慮(+)ノ 者17名 ニ シテ

菌檜殖(一)者 ハ13名 、(±)ノ 者 ハ4名 ナ リ。

ピルケー反 癒(十)ノ 者3名 ニ シテ菌檜殖(一 〉ノ

者1名 、(±)ノ 者2名 ナ リ。

以上各項 二於 テ菌檜殖 ノ(一)拉 二(±)ノ 比 ヲ見

ルニ全 ク前者 ト相反 シ、総撒 一 於 テモ 菌増殖

(一)ノ 者 】9名 、(±)ノ 者8名 ニ シテ菌増殖(一)

ノ者 ハ(±)ノ 者 ヨリ多 シ。

第六章 考案及摘要

○ 本實験 ハ常科 ニテ診察 セ シ患者 中 ・'レン トゲ

ン」像、 ピルケー反慮、理學的所見拉 二全 血液

中人型結核菌 ノ培養 ノ完備 セル1545名 ラ夫 々

健康成人、疑似肺結核、輕症肺結核、中等症 肺

結核、早期浸潤症拉 二肋膜 炎二分類 シ、 之 レ ト

全血液 中結核菌 ノ檜殖 トノ關係 テ研 究 セ リ。

○人型結核菌 ノ健康成人 二於 ケル菌檜 殖ハ大部

分 陽性 テ示 シ、陰性 ラ示 セルモ ノナ シ、此 ノ事

實 ハ人型結核菌 ハ健康入 ノ全血液 中 ニテハ良 ク

檜 殖 シ得 ル事 テ立謹 ス、然 レ共結核 菌 ノ健康 人

血液 内ニテ増殖 スル程度 ハ各 々一様 ナ ラズ、第

二表 二示 ス如 ク、

菌 層殖 ノ最 モ多撒 ニ アルモ ノハ1+)71.o.`;,7./

菌 増 殖 ノ次 二多 イモ ノハ(十F)1・+.1%

菌 増 殖 ノ之 レニ次 グモ ノハ(帯 戸1.4影

菌 層殖 ノ最 モ少 イモ ノハ(±)5.1%

此 ノ%ハ 大盟 二於 テ緒 力、澁州 論文 ト同一 ナ リ。

右 ノ如 ク(+)ノ 程 度 ノ増 殖 テナスモ ノガ大多敷

第九表

ラ占 ムル事實 バー面 二於 テ全血液 中 二結核 菌 ノ

壇殖 テ阻 止 スル物質 ノ存 在 テ謹 明 セルモ ノニシ

テ、印 チ後天性冤疫 ト唱 フルモ ノ ・存在 ナ リ。

結核感染 ノ機會 ノ少 ナキ農村 二於 ケル若年 者 ノ

ピルケー反鷹 ハ陰性者多 久 之 レ等 ノ者 ガ都 市

二出 ヅルニ及 ピ漸次結核 二感染 シ、 ピルケー反

慮 モ亦次第 二陽性 二傾 ク事 ハ貴 島、舳松 ノ研究

セ シ所 ニ シテ、余等 ノ實験 セ シ健康者 中 ピルケ

ー反慮陰性者 ハ僅 二36名 ナルモ総 テ(十)以 上

ノ菌壇殖 テ呈 シ、 ピルケー反慮、陽性者 ヨ リ比

較的良好 ナル菌檜殖 テナ シ得 ル ト構 シ得。而 シ

テ此 ノ成績 ハ緒 ノア、澁川 ノ若年者 二於 ケル成績

ト合致 ス。

○各種 検査 ノ結 果疑似肺結核患者 トシテ診断 セ

シ者 ノ全血液 中人 型結 核菌 ノ増 殖 ハ 大 多数 ハ

(±)ニ シテ20・4%。 他 二(一)ノ 者僅少 一 シテ

4.1%『 ナ リ。

各種分類二於ケノレ菌壇殖 ノ陽性 ト陰性 トノ關係

患者類
別1健 康菌増

殖
陽 性

疑 似 早期浸潤

陰 性

患 者線敬

215(13.6)1321(20.4)

66(4.1)　 　　 　 へ
215(13.6)1387(24,5)

3(o.2)

32(2.0)

35(2.2)

輕 症

65(・1.2)

344(21.7♪

409(25.9')

中 等 症 重 症 菌培殖総計

_1105(6.8)1709(44.9)
427(27.0)869(55 .1)

427(27.0)105(6。8)11578(10δ=-6ii

括弧内ハ百分率
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輕 症 肺結核 ニテハ 菌檜殖 ハ 大多撒(一)ニ シテ

21・7%他 二(±)4.2%ナ リ。

早期 浸潤 二於 テモ大 多撒 ハ菌檜殖(一)ニ シ テ
ノ

2.0%(±)ハ0.2ナ リ。

之 レ等 ノ三肺結核症 二於 テハー例 モ(±)以 上 ノ

菌檜殖 テ示 ス者 テ見 ズ。術 ホ(±)卜(一)ト ノ大

膿 ノ比 テ列記 セバ次 ノ如 シ。

疑似肺結核 二於 テハ5封1

早 期浸潤症 二於 テハ1封10

輕 症 肺結核 二於 テハ1封5

一 シテ肺病竈 ノ攣化 ノ著明 トナルニ從 ヒ順次

(一)ノ 比 ノ檜加 スル傾 向 テ有 シ、筒進 ミテ中等

症肺結 核二於 ケル菌増殖 ハ全 ク(一 げ リ、即 チ

感染冤疫 ノ完全 二成立 シ、血液 中二存在 セル阻

止物質 ニヨ リ結核 菌ハ完全 二其塒殖 テ阻 止セ ラ

レタルモ ノナ リ ト云 ヒ得。

肋膜 炎患者 二於 テハ乾性、漁性 ノ差異 ニ ヨリ菌

増殖 二異 ラ生 ズ、漁 性患 者 ノ菌檜殖 ハ(±)ノ モ

ノ多 クシテ(一)ハ 少 ナ ク、其比大約3封1ナ リ。

然 ルニ乾性肋膜 炎患者 二於 テハ前者 ト全 ク反封

ニ シテ(一)ノ 撒ハ(±)ノ 撒 ノ約 二倍牛 ナ リ。

○以上 ノ實験 成績拉 二當科 ニテ研 究瑳表 セ シ諸

氏 ノ成績 テ総 合 セバ第一圖 二示 セル如 キ菌増殖

第1圖 ノ陽性拉 二陰

jl生ノ上ヒテそ早。

健康乳見 二關

シテハ西川 ガ

全血液 中人型

結核菌 ノ増殖

状 態 テ研 究

シ、菌 檜殖 ハ

(十)及 ビ(柵)

ノ最 モ多 キ事

ヲ謹明 セ リ。

澁川 ハ重症肺

集雛 雛
〔コ 菌培殖陽性

懸§ 菌壇殖陰性

結核患者蚊二

重症末期患者

二就 テ研 究

シ、一般 二菌

檜殖 ハ重症 ノ程度 ノ進 ムニ從 ヒ漸次旺盛 トナ

リ、最 末期 二至 レバ乳見 二於 ケルガ如 久 爾 ホ

夫 レ以 上 ノ菌 檜殖 テナスモ ノアリ。 之 レ等 四病

症 ノ状態 ヨリ第二圖 ラ考 フ。

第2圖

似 輕症 痔 玄症

一一全血液内菌増殖

一 「ツベンレクリン」反懸

鮎線 ハ全 血液 中菌檜殖歌態 ニ シテ縦坐 ハ菌檜殖

度、横坐 ハ病症 ノ経過 ニ シテ健康乳 見拉 二健康

成人 ノ場合 ハ菌壇殖 ハ最 モ旺盛 トナ リ、病症 ノ

進 ムニ從 ヒ菌増殖 ハ低下 シ、中等症 ニナ レバ菌

増殖 ハ陰性 トナ リ、重症 トナルニ從 ヒ漸次菌檜

殖 ハ再 ビ旺盛 トナリ、末期 ニハ旺盛度 ラ増 ス。

之 レニ封 シ實線 ハ病症経過 ト「ツベル クリン」反

磨 ノ攣 化 テ曲線 ニテ現 ハセル モ ノー シテ健康乳

見蛇 二健康成人 ノ「ツベル ク リン」反慮ハ陰 性又

ハ弱 陽性 ナルモ症型進行 二從 ヒ漸次 「ツベル ク

リン」反慮 ノ陽 性度 ハ檜加 シ、重症 トナル ニ從

ヒ、 再 ビ「ツベル クリン」反庶 ハ低 下 シ、陰性 ト

ナル。以 上 ノ圖 ヨリ考 フルニ菌檜 殖 ト 「ツベル

ク リン、 ア レルギー」 トノ關係 ハ大膿 相反封 ノ

曲線 テi垂クモ ノト考 フ。

摘 要 ・

一、健康成人 ノ全血液 中一ハ人型結核 菌 ハ登育

ス、然 レドモ健康者 ニ シテ「ツベル ク リン」反磨

陽性 度 ノ強 キモ ノニハ菌増殖 ガ阻 止セ ラル ・傾

向 アリ。

二、疑似肺結核患者 ノ大部分 ハ ピルケー氏反磨

陽性 ニ シテ全血液 中 二・・人型結核菌 ハ総 数 ノ約

5分 ノ4ハ 僅 少 ナル檜殖 テ示 スモ5分 ノ1ハ 菌

檜 殖陰性 ナ リ、此後者 ニハ活動性 ノ存在 テ ヨリ

多 ク考 フ.

三 、早期浸潤患者 ノ大 多撒 ハ 菌増殖陰性 ニ シ



216今 村 ・澁川=健 康成人虹二肺結核患者ノ全血液中二於ケ)レ人型結核菌 ノ壇殖二就テ 【第11巻

テ、 稀 二増殖 スルモ ノアルモ、其 程度弱陽性 ニ ノモ ノニハ血液 内結核菌檜殖陰 性 二傾 キ非活動

シテ此者 ハ活動性少 キモ ノナル カ。 性 ノモ ノニハ菌檜殖陽性 二傾 ク事 テ知 ルベ シ。

四、輕症 肺結 核患者 ノ全血液 中人 型結核菌 ノ檜 力 ・ル故 二疑似患者 ニ シテ菌檜殖陰 性 ナルモ ノ

殖 ハ大多撒 陰性 ナルモ極 メテ少数 二弱 陽性 ヲ示 ハ寧 ロ臨躰的肺結核 ノ初期 トシテ活動 性 ア リト

スモ ノア リ、後 者 二於 テハ活動性少 キカ。 認 ムベ キカ、夏 二又輕症肺結核患者 ニ シテ菌檜

五、 中等 症肺結核 患者 ノ全血液 中人型結核 菌 ノ 殖(±)ナ ルモ ノハ其活動性 テ疑 フベ キカ等 二就

檜 殖 ハ総 テ陰性 ナ リ、 モ シ相 等進行 セル肺結核 テハ尚 ホ今後 ノ研 究 テ要 ス。

一 シテ菌 増殖陽性 二向 ヘバ澁川 ノ研究 セ シ如 ク 九、全血液 内菌増 殖 ハ 「ツ〈ごル ク リン、 アレル

疾 患 ハ重症 二及 ビシモ ノナ リ。 ギー」ト逆行 ス。即 チ菌檜殖陰 性 ナ レバ 「ツベル

六、肋膜 炎患者 ノ全血液 中人型結核菌 ノ檜殖 バ ク リン、 ア レル ギー」陽性 ニ シテ菌壇殖陽性 ナ

乾性 二於 テハ菌檜殖陰性 ノ者 多 ク、弱 陽性 ノ者 レバ「ツベ ル クリン、 ア レルギー」陰性 ナ リ.「ツ

少 トシ、之 レニ反 シ漁 性 二於 テノ・菌檜殖 ハ弱陽 くごル ク リン、 ア レルギー」 ノ陰性 ノ雨者、帥 チ

性 ノ者 多 ク シテ陰 性 ノ者僅少 ナ リ、肋膜 炎患者 健康及 ビ陰性 「ア子ルギー」ノ何 レニ於 テモ菌檜

ニ シテ菌檜殖陰 性 ナル モ ノハ肺臓或 ハ他 ノ臓器 殖多 シ。

二活動性結核 テ有 スルカ否 ヤニ 注意 スベキ ナ 十、余等及 ビ澁川 ノ研究 ニヨ リ全血液 内 ノ菌檜

リ。 殖 ノ研究 ハ活動性 ノ診断及 ビ豫 後測 定等 二大 イ

七、輕症肺結核患者 ニ シテ喀血 又ハ喀疾中結 核 二参 考 スベ キモ ノナルモ特 二此方 法 ニ ヨル活動

菌 テ謹 明 セルモ ノハ線 テ菌壇殖 ハ陰性 ナ リ。 性診 断 ニハ尚今後 ノ研究 テ要 ス。

八、以 上 ノ研究成績 ニ ヨリテ結核病攣 ガ活動 性
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